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か 栽増 に 關係が あ る の か は 筆者は知 り得な vo・ イ トス ヰ ラ ン が 九州に 産する こ とは

確か で 植物分 布上 一寸面白い と思ふ 。 菊科の こ の 型の 分布 をせ る著 し く目立 つ もの

は ・ 伽 繍 働 珊 si（v
’iriertm

，　 A ・t・・ 伽 嘱 ・細 t・嬬 騰 肋 痂 ・ st ・1・吻 α
，

A ・t・mdei ・ r・b獅 ・
・s・η餾 如   卿 ・醜 δ鰄 ・ 伽 θ一〜嫐 齠

，
跏 ・棚 α 鰡 」‘，

，
　s  鷹 α

燃 伽 ” 鹹 幡 膨 α ・蝋 ・噛 舗 〃・・ P・… 伽 撫 画 ・ ・‘燃 ” 」鰄 ・ で 山地 の 植

物で あ る ・ もつ と も （鞠 ・媚 伽 視 … 捌 勲 は海岸に もあ る が 。

　　　　　　　　　　　　　　抄　　　 録

　　故 媚 ン ブ リツ ケー氏 一 一1930年 ケ冫 ツ リツ礪 國植物會議 1こ於 て

修正 されたる 萬國植物命名親則 （John　BR ・QuET （＋ ）：− lnternational

R ・le・ ・fB ・tal・i・al　N ・・nenc1 ・t・re ・evi・ed 　by　th。 1。t。，n 。ti。。。I　B 。t。nl。a正

C °ng ・ess ・f・C・mbridg … g3・ 年一 J… （lg3S ））．

　
Ig3 °年暎 國 b−y7 ’

Pツ ヂ 鯲 け る萬國植物艤 の 結果慨 された 礪 國植物命

名規則は 伽 ン プ リ ツ ケ ー氏 の 死 vax り A ・R，　R ・鳳 岻 力瑛 文 の 規則を 書い て

」°u ”n・° f・B °tany・LXXrl 　Jun… 934 の SLIPPI・men ・ 四 ・一・9 咄 したが 今麒 文
に 構 觸 識 加 へ 屬の 鰡 名 の 表 ・ 園藝 植物 の 儲 、 reeeされ たる 屬 の保留名 、 リ ン

祇 嘱 名の 螺 された る標鞭 ・ 顯花植物 の 鰡 屬名 の 提案された る騨 種 、 及び

倣 の lnde・ を附 して J ・n ・ の ・UST ・・ F ・・一 よ 咄 版 された ． ・れ は本鱶
Ig35 年 の A・m ・t・・d・ m 會議の 爲め咄 された もの で ある 。

191 °年の 方 ツ セ ル 艦 礪 蝋 物銘 規則は 中井猛 雄 博士 が 撒 灘 生物篳
「植物銘 釧 蹴 ・・て 」（昭縮 ・F胡 ）囃 記 して 颱 れ る ．

ケ ・ ブ ・ ・ ヂ 會隷
つ い て は 早田文 黼 士が植物轢 飆 ＋ 五卷 （lg3 ・）P73 に期 主勲 る修正 に つ

蝦 じて 脇 れ る ・ 艘 の 慨 の 銘 規則は プ ・ ツ セ ル 購 の 規則 と鈔 傚 も用

誂 愀 の 順序 礎 つ て ゐ ると e ろ効 彳鰊 の もの 瞰 瞭 文 も加つ て ゐ るの で 、 無
論小生 の 如 灘 驗轍 継 黼 の な し得 ると こ ろで はk ・・し、 そ して こ繊 專門家 の

敵 か の 徴 立 つ つ も りで櫞 するの で はない が 、肪 瞰 物を研究 品 肪 。 で 手
近 に 鰍 観 攤 の 踈 ぬ9A の 勵 曙 述 し櫺 嗹 載す る ． 譯激 は 教 なる

英語 よ り嫩 的 齢 したが 撒 の 灘 なと ・ うに は傚 唖 譯嫻 した 、 齔 瑛 、

佛 ・ 敝 鰺 照 し ・
・1・AM 之齢 士 の ガ ツ セ ル 舗 欄 を儲 と し 、 月］語の 調 。れ

蹤 つ 罐 ん で 軈 綾 す る ・ 攤 飆 埓轣 驗鞴 、 鞴 融 梛 頒 鞴 の 鹹
黝 銘 鋤 日敵 と ・伽 徽 燭 して 齣 な・譯 を附 し 畷 艫 羇 の 指針
た らしめ られん こ と を熱鍍す る 。　（北村四郎）
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　　　　　　　　　　萬 國 植 物 命 名 規 則

　　　　　　　第 1 章
一 般 的 考 察 及 び 指 導 原 理

　　第 ： 條 植物擧 は 萬國 の 大 多数 の 植物學者 に よ り使 用 され る 正 確 な る 命名法 な く して は 滿

足 な る 進 歩 を な し得 な い 。

　　第 ・ 條 こ の 正 確な る命名法 が mePtをお く規 定 は 脳 ・ 規則及 び勸告 とに 分 る ・ 原理 （第

1つ ，lo−Z4 ， 巧
一
正9P 峰 ）は 親 馴 と勸告 との 基礎 をなす fi 親則の 團的は 遏 圭 の 命 名 を 螫 理 し 且 つ 未

來 の 命名に 備 ふ る こ とで あ る 。 規 則 は 常 に 既徒 に 遡 る ： 規 則 に 反 す る 名 及 び 命名形式 は （不 適 法

名或 ひ は 形 式 ） は 主 張 し得 な い 。 勤 告 は 補助 の 點 を論 じ、興 の 目的 は 將來 の 命名 に よ り大 な る 統

一 と明 白 を もた らす こ とで あ る ；勸告に 反す る名或 ひ は形式 は そ の 反 す る爲 め に 廢棄 さ れ 得 な

V 一然 しそ れ 等 反 す る ζ と は 傚ふ べ か らざ る もの で あ る 。

　　第 3 條 　命名 規 約 は 簡單 に して 且 っ 充分 明 白 な る 概念に 基礎をお ．き且 っ 何 人 に も了 解 せ し

め 、 承認せ し め ね ば ならぬ 。

　　第 4 條 命名 の 鶸 は ・ （・ ）名の 確 立 を 目n・J・t し （2）ecsCは 瞹昧 艇 し或 ひ は 科學 を混亂

す る 名又 は 形式 の 使用 を 避 け叉 は 慶棄 す る に あ り。 次 ぎ に 重 嬰 な る は すべ て の 不 要 な る 名 の 創

成 を避 くる 事 で あ る 。 他 の 概念 、 例 へ ば 絶對的 文 法 上 の 正 確 さ 、 名の 齊一、口 調 ．多少 と も流行

せ る 習慣 、 人 に 關す る件等は 其 の 重 要 さ は認 む る も比 鮫的從 と な る。

　　第 5 條 適當 な る規 則 な 鸛 合 誠 ひ は su貝ll　otSM の 疑 は しき 場 合 は 定 熱 る 習慣 力颯 ひ

ら れ る 。　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　
’

　　第 6 條 植齢 名法 嫐 伽 轍 と は 獨 立 の もの で あ る 。 購 植伽 名稱 は 勸抛 名稱 と

同＿で あ る との 舳 の 旅 よ 壙 灘 る べ きで な い 。 然 曙 し或 る生 物 鋤 撚 り 植物 界に 移

＄ tvる塲合 は 植物 銘 規 則 に 依 槻 定 さ れ た ヲ賦 で 植物命名 と して 引 き 次 が るべ き 筋 る・そ

して 若 し或 る生 物 黼 物 よ 孅 物に 襖 れ る igftは 鄭 の 名稱 瞰 齢 名鯲 け る 其 の 原肥

保留 す る 。

　　第 7 條 凡 て 曙 の 名稱 は 灘 拉丁 語 X ．tま希臘語 よ 縣 用 ：　tLる e 拉 丁語 以 外 の 國 語 よ り

棚 沸 る か 誠 ひ は 粥 妨 灘 よ りas成 肺 鵬 合・・ は 拉 丁 語 の 姐 蹶 扱齢 る ・ 拉丁

語 尾 は 薪 名 に 出 來 る 限 り用 ひ る べ きで あ る o

　　第 8 條 銘 灘 （・汾 辮 の 等級 を指 示 す る術 語 （第 r・
一・4條）・ω 箇 々 嗜 に 遖 膜

れ る （佛言睾に て は 「特有 な る 名」）名（第巧
一72條）を 規 定 す る 。

　　第 9 條 特 に 睇 巳S・tvた る 例S｝・eua け ば 植物銘 法 の 襯 汲 び勸告 醐 世及 V
’1匕石 の 齣

界 の す べ て の 群に 適 用 す 。

　　　第 2 章　分類群の 概 念 （categories ）ご 共 れ を指示 す る術 語

　　　　　　　　　　　　　　 （第 1（レ 14 條 、 勸告 L　夏）

　　第 ・・ 條 箇 ・ の 植  酬 雜鍛 キ ・ ・ を除 き （・peci・・淞 ・囑 す る ・ 樋 瞞 （genUS）S’： ・

鯆 翻 （f。mi ｛i・ ） r＿ 各 科 は 目 （・・d・）に 洛 照 綱 （alassis） r・・es綱 は門 （d’・isi°）矚 す る・

　　第 、雌 多 く噸 の 中 に 雛 （va ・・・… ）． “n 種 （f・・m ・） 及 び 系統 （・喇 或 ひ は 生 態艪

（bi。・。、・。、1・ f。，m ）（f・・ma 　bi・1・gi・・） を醐 す る ；寄 生 緲 て は 翩 踵 （f・・m ・ specialis ）・ 栽

：， 第 工g 傑 は 原 理 で あ り且 つ 規 則 で あ る 。
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培 種 に て は 街一暦多 くの 區別 をす るo 多 くの 屬に は 節 （sectio） を、多 くの 秤 に は 族 （tribus） を

區別す 。

　勸告 1．寄生 植 物 ．特 に 寄 生 萬 に 於 て 生 物學的見地 よ り躡 別 す る が 形態學的 見 地 よ りは 極 め て

少 しか 又 は 杢 く剛別 しな い 型 に 訴重の 價値 を興 へ ぬ 薯 者 は 其 の 種 の 中 に 異 な粍 る 寄主 に つ く こ と

に よ り區 別 され る 特別 品 種 〔forma　specialis ） をわ け る べ きで あ る 。

　　第 瓰 籐 次 ぎ に 侮一暦多 くの 中 間群 が必 要な る 蕩合に は 群 の 名の 前に 亜 （sub ） な る 語 を附

して 作 られ る。 即 ち亜 科 （subfamilia ）は 科 と族 と の 間 の 概 奮 をあ らは し、距 旋は 族 と屬 との 中間

の 概 鋳 表 す 駄 野生植撚 對
’
して tt概念 り 上 下 の 分 類 は 一k−　 k“・，」rEi・p　anく＝ ＋ 三 級 とな る ，

R ・g・・ mv ・g・t・bil・
・
D ：・i・i・ ・ S・bdi・i・i・

，
　Cla・ siS，　 S・bel・・sis

，
　 O ・d・，

　 Subord。 ，
　F ・milia

，
　S。bfa。 iili 。，

Tribus
，　Subtribus，　Genus，　Subgenus，　Sectio，　Subsectio，　 Species

，
　 Subspecies

，
　 Varietas

，
　 Subvarietas

，

Fomma
，　 Forma 　biologica．1？ orina 　specialis ．　Individuum．

　こ の 鯰 の 購 に 不足 な る塲合 は 混雜 と 謝 と を趣 ぬ 勳 補助概念 の 挿入 i… X・V・ig加 し得

る o

　例 ： 列 〔Series）， 及 び 瓶 列 （Sultseries） は ］11節 と腫 との 問 に 挿入 さ れ る概念 で あ る 。

勸 告 m 屬 又 は 屬の 扇 分内に 擲 ナ る癒 の 配 列 は 印 刷 詑 臨 夊 字 、叉 は 數字に て され 磊
種 の 内で iUlvaの 配 列 は 文字 又 は 數字 1ζ て され ；變腫 の 配殉 稀 臘 夊字 ・

， β， γ， 等 の 列 に て な

さ れ るG 變種 z）下 の 群 及 び混種 は 文字、數字或 ひは 印 刷 詑 號 を 署者 の 意志 に よ り用 ひ られ る 。

　　第 匸3條 　こ れ 等 の 概念 の 各 々 の 定義 は あ る 點 ま で 箇人 の 意 鳬 に ょ り及 び 科學 の 程度 に ょ り

變 化 す る ；然 しな が ら こ れ 等 相 互 の 順 序 は 脅 償に よ リ 認 め られ た もの で あつ て 變更 さ る べ きで

な い o か L る變吏 を含 む 分
・
類 は 許 さ る べ き で な い o

　爵 さ れ ぬ 變 更の 例 ： 品種 が 變種 lc分 け られ、種 が 屬 をふ くみ
芝 屬が科又 は 族 をふ くむ等 ； 例

へ 「「　Hu 「H （i・ ENGI・”n
・
B ・t・　J・hrb・　XX ・

　337・r895 ）ii ・D吻 ん‘・跏 ・ 唖 屬 を族 に 5｝か ち た り。

　　第 π4 條 或 る 種 は他 の 種 と の 交 配 に 依 り雜種 （hybrida） を血 じ ： 種 の 變 形 或 ひ は 區分 が

同 種 の 他 の 變形 と の 交 配 に よ り混種 （MitLZS ） を 生 ず 。

　　　　　　　 第 3 章 分 類 群
・
の 名

・
（第 15−72條鋤 制 ．L ）

　　　　　　　　　第 ・ 節 一般の 原理 ；先 主權 （第15−17 條…、勸告皿）

　　第 巧 條 分瀬群に 一つ の 名 を附 す る 目的 は 其 の 群 の 特徴 又 は 歴史 をあ ら は すの で な く、其

れ を參 照 す る乎段 を備 へ る鴆 め で あ る 。

　　第 16 條　各群 は 興 へ られ た る限 堺 ・ 位置及 び級 に 於 て た L’一つ の 正 當 な る 名
1）

、 命名規 則

に 一致 せ る最 も古 き名 を 有 す る 。

　　第 17 條　何 人 た り と も事 實 を
一

暦 深 く研 究 せ る 結果 又 は 規 則 に 反 せ 乙・もの を 除 く必要に 基

くが 如 き愼 重 な る 動 機 な く して は 名 〔又 は 名 の 組合 せ ） を變更 し得 tt　v 。

　勸告 盈・命 名 の 變更 は 充分 な る分 類 的 研 究 の 後 に 於て の み さ る べ き で あ る。

1 ）屬及 び よ 蟷 き級 の 蹴 於 て は ・正 當 な る名 ‘婀 じfStr・て 發灘 れ 瞰 も古 き名 に し て 命

名規 則 及 び 第 20 條 及 び 第 2 疋條 の 條項 に 適合 す る こ と を要 す 。

　　屬の 區 分 に 於 て は 正 常 な る 名は 同 じ級 に て 發表 さO し最 も古 き名に して 其 の 名 及 び 其 の 屬

名 との 組 合せ が命名規則 に 適合す る こ と を要 す 。

　　種 及 び よ り優 き級 の 群 に 於 て は 、正 觜 な る 名は 同 じ級 に て 發表 さ れ し最 も宿 き性 質 形 容 罰 を

ふ くむ 二 つ 又 は 三 つ の 組 合 せ で あ つ て 、 こ の 組 合せ は 命名規 則 に 適 合 す る こ と を要す 。
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第 2 節 原 型 （type）法 式 （第 【8條，勸卸 V−VIII）

　　第 ・8 條 分 ueecの 名 の va用 は 命名上 の 原 型 1こ因 つ て 決定 さ れ る 。 命名上 の 原型 と は ・探 用

さ れ た 名た る と興名 た る と を問 は ず其 の 群の 名 が永 久 に 結 び 附 ｝‡られ て ゐ る群 の 一部fis’C よ り

構成 さ る 。 群 の 名 は 其 の 名の 原型 が 除 外 さ れ た 場合變 更 され ね ば な
’
らぬ 。 （第 66條 參照）・

　目又 は ca目の 名 の 原 型 は科 、 科 、 亜 科 、 族 、又 は Wt族の 名の 原 型 は 鳳 屬 の 名 の 原 型 は 極 秘 く

は よ り低 き級 の 群 は 常 に
一つ の 標 品 又 は プ レ パ ラー トで あ る 。 然 しあ る 種 κ 於 て 似原 型 は 以 前

の 著者 に 働 輿 へ られ た liEan又 は 圖で あ る 。 標品X は プ レ ）“ ラ
ー

トの 永久 の 保存 が 不 可能 な る

揚 合は 種 又 は 種 の 颪分 の 名 の 邁 用 は 原記 載 又 は 岡 に 依 つ て 決定 され るo

　注 意 ： 命名上 の 原 型 は 必 ず し も其 の 群 の 最 も標準的 な る 又 は 代表的 な る 婆索で は な い ； そ ft

は 單 に 其 の 貅 の 名が 永 久 に 結 び 附 け られ て ゐ る 群 の
一部分 に 遯 ぎな い 。

例 1．・M ・t・・aeas とV・ふ 名の 原型 は Pt・M ・t・… ea・・；　Matvacene と い ふ 名 の 原型 は 屬 漁 囑 ；洫 ‘…

と 、
・ふ 名の 原型 は 種 洫 加 蜘 ・岫 L ．で あ る ； 刑 解 剛 脇 鰄 … 爵 踟 E・ とい ふ 名 の 原 型

は RU 皿 PH ．，Herb ．　AmbOin ．　Vl ，　p．　 12g ，　t．　S7，　fig．　L の 圖 と 詑載で あ る o

　勸告 ：

rv．辮 の 名 嬢 衷 す る に 際 し譜 者 麒 の vaaの 原型 で ipる 區分を丁 駄 指 示 す べ きで あ る

・ 皀防 科 尉 源 型鳳 屬 に は 原型 秘 種 rcは 原 zaffPt又 は 標晶 、　e の 原型 は 其 の 飾 ζ其 の 後分 け

られ る 塲合fiの 名 の 適用 を決定す る 。 寄 生 植物 、 特 に 菌 の 新腫 噺 變種 又 は 新 品 種を 記載す る

に 際 し原型 の 寄主 植 物 は 指示 さ るべ き で あ るo

　V，屬を再 檢 す る に 際 し 、 著者 は い つ れ の 種 を 命名上 の 原型 と レて 解 す るか を陳遮す べ き で あ

る o

　班．無管陰花植物 の 屬に 命名上 の 原型 を選鐸 す る に 際 し、 植物學者 は 田家得 る塲合 は 、現 峩通常
・

摘 用 さ れ て ゐ る様に 屬の 名 を止 め る種 を ；1．らぶ べ きで あ る 。 （佛譯 は 「其 の 屬が 現在最 も厘 嫡

用 され て ゐ る意味 を典 の 屬 の 名 に 保 有す る種 を選 ぶ が よ い 」。 ）

例 ， 珈 欝 吻 F ・．（S・mm ・ V ・奮，　S・and ・・383−4）・・F・・FS は最初 其の 名 を ・5 種 袍 含 す る屬

に 用 ひ た の で あ る が現 在 で は　UStUlinct
，
　Anthastoma， ．blummulari

°
偽 intdinice，　Sordaria等 に 各 々

醐 され て ゐ る 。 最初 の 種．．El．・ ustntatum を原型 と し て と る と U ・tedi・・ の 名 を置 緞 え・fNtc

Hyp ・・vylgn と して 知 らt・r ゐ る 多 くの 魯 よ他 嘱 名 を必 SCとす る ・ 然 し な が ら若 し FmRs の 表

中 の 蜘 ・瓢 よ 椥 られ 廣 枌 布 して ゐ る fl・ceccinenm を原 型 と し て es用 ナ る と ・ コlyp°xyt °n

の 名 は そ 砌 皺 の 一般の 適 用 瑠 め らt・ 、di名 は 安定 と な る ・
− as 臙 瓶 （S・ mma 　Veg．

s 、a。d．4、。 ） は磁 で 瞰 箇 の 異 な れ 碣 中 κ 醜 趣 れ て ゐ る 44 種 施 含す る ・ 最初嬾 z

S ，，bi　 ta現 在 撫 鴬卿 の 種 と して anられ て ゐ る 。
　V… e・at ・ph ・na　TuB ・（V・　 d・・e・ticansi　FR ・） を

選攤す る こ とに よ つ て
’Vatsaの 名 は 其 の 現左 の 一殷 の 摘 用 に 留 め る し、 そ して 多 くめ 命令 上 の

變更 が 除 力、れ る
1） ），

　W ．辮 の 讖 魄 礎 な る 原 型 は 最 も大 切 に 保存 さ る べ きで あ る
。 顯微鏡的陰花植物 ・唹 て は

プ レ パ ラ＿陣 原 圖 、 多肉eetC於 て は 水 彩瞭 適常 に 嬲 難 わ た 又 は 乾me　S　k た ea晶褓 存 さ る

ぺ き で あ る e 原報告 に は こ の 材料 が何處 で 見 られ る か を蓮べ るべ きで あ る 。
・

第 3 節 先主構主義 の 限定 ・ 名の 發表 ・ 出發黠・ 保留 （第 ・y ・・條）

　1 ） こ の 糎 の 多 くの 塲合 が 菌類 の rarc指摘 さ れ る で あ ら う。 上 記 の 勤告に 從 ふ ζ と は 保 留名 の

長 た ら し き 目録の 必 要 を贋 く除 くζ とに な る で あ ら う。
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　　第 ・9 懆 分類楙 の 名 は そ n が 正 當 に 孅 され な け れ ば （獅 臨 37 條參勵 、 命額 貝llの

下 に 身 分 な く （佛譯 に て は 「命名規 則 に 一致 せ ず」）、植物學者 の 承 認 epa求蘇 な い 。

　　 第 20 傑　正 規 の 植 物 命名 は 異 なれ る植物 の 群に 對 し次 の 年 代 よ り始 ま る 。

　 （乱）顯 花植物及 び 羊 齒類 ，
互753年 （1・INNAIIus ，　SPecies　Plantarum

，
　ed ．1）．

　 （b） 蘚類・夏8・ ・年 （HRDW ・G ．　Speeies　M ・・c・ TUI ・・）．

　（・ ）zk 蘚 と苔凱 【753年 （L・NNA ・，・VS ．　Speci・・ 1’1・nt ・”・m ・d．・）．

　（d）
』
地 衣瓶 ・753年 （L ・NNAEvs 、　Speci・・ P1・t・ n ・m ・d．・）．

　（e ）菌類中 、 銹病 菌類（Uredinates）， 無穗菌類 （び翩 α9画 α伽 ），と腹菌類 （Gastromycetes），
180 ：

（P届 RsoON 、　Synopsis　Methodia　1〜勧πgo，
・
tim ）．

　（f）其 の 他 の 菌 類 は ， ・82 【一【83・ （FRms ．　Syst ・ma 　mycofogicum ）．

　 （9） 藻類 ，
・753 （1・・N）・AF・us．　Species　Plant・・um

，
・d．　 r ）．

　例 外・− N ・・t・c・u ・e・・　homocystecfe・・89・一・93 （σ・m ・nt ，　M ・ n ・9・aphi ・ d・・ O・・ili・・i，ees
，
・in　Ann ．・S・i．

Nat・Bo 亡・s6r ・7・VI ，　gl，　V 工1
，

263 ）・　−Nost　oc　as 　ene 　heterocs／seeae ， 工886−88 （BoRNF ．・t　et　FLAHAuLT 、
ll・・i・i・ n　d・・ N ・・t・・嘘 ・ 踟 … cy ・ties　i・ A … S・i．　N ・t．　ll・t．　 ・e・　 7．1エ1，3・3，　IV，

1344
，　V ， 5、

，
VII

177）・”Desn・idi・ce・e・ ・848 （RA 鵬 B ・itiSh　D ・・midieae ）・−Oedogeniaeeae， ・9・・ （HmN ，
　M ・ nGg ，。phi，

iuid 　1。。n ・9・ aphi ・ d・r　O・d ・g・nianeen 　 i・ A ・t・S… S・i．・ F ・nn ．　 XXVII ，
　N ・．・）．

　（h）粘菌類・ エ75＄ （1’・NNAjr・us　Species　Plantrum・d．・）．

全 て の 群 の 化石 植 物 り 命
・
名 は 1820 牢 た り始 ま る O

LrN − ・ の Speci・… 1・ n … nm ・eS・ 版 （・753）及 び第 ・ 版 （・7・か 63液 あ ら は t・ kne の 名

に ・ LINN ．｛EuS の Genera　P工antarum 第 5版 （1754 ）及 び 第 6 版 （1764 ） S： こ れ等 の 名 の 下 に 書

か れ た共 の 後の 最初 1）詑載 を結 び 附 け る事 と な つ た 。

　　第 21 條 　命名規 則 、 及 び特 に 第 20 絛 に 擧げ ら れ た 年 代 よ り出 發 す る 先 主 梅 の 主 義 の 嚴正 な

る適 用 に 依 凱 屬の 命名 に 於 て 不 便 な る 變 更 を迸 け る爲め に 、 規 則 は 例外 と して 保留すべ き名 の

目録 を備 ふ 。 こ れ 等 の 名 は 其 の 出版後 50年間に
一

般に 用 ひ られ 、 又 は 18go 年迄 に 專門書又 は

重 要 な る植物 誌 に 使 用 され た も の が よい o

　注 慧 L 保 留 され た る 名 の 目錬 、 は 永 久 に 范 加 し得 られ　6．もの で あ る 。 旭加ナべ き名の 提案に

は 其 の 保留に 有利及 び 不利 な る 携 合の 詳緬 な る 叙述 を と もな は ね ば なぬ 。 か N る提案 は 執行委

員 に 提団 され ね ば な らぬ 、 委 員は 稲 々 あ分 類ec　，） に 對
「
す る 特 別 委 員tc 其 の 提案 を附託 す る。

　注 意 2．保 留名 の 摘 用 は 命名上 の 原 型 、 又 は 必 要又 は 望 袁 しき塲 含 に は代 吊 の 原型 に よ つ て 決

定 さk る 。

　注 意 3・保 留名は 共 り 群 に 對す る他 の す べ τの 名に 對 して 保 留 され 、そ れ 等が 對應 せ る 廢棄名

の 目 録 に 指摘 され て 居 る と否 と を問 は な v 丶 然 し こ れ は 其の 群 が 適 法 の 名 を有す る 他 の 群 と合
一

叉 は 艀合 さ れ ない 塲合に 限 る ・ 他 の 群 と合
一

又 は 駘 され る塲合 に は 二 つ の 瀞 せ る 名 の 中 よ．
り早 き も の が第 S6條 に 從 つ て 探 用 され る 。

　注 意 4．保留名は す べ て の よ り早 き相似 名 （IlomOnym ） に 對 し保 留 さ るq

例 一 屬名　Spel’gnteri・ J・・t　C・P塒 L （・8 ・9）は Al・in・　1・．（・753），　eme ・d．　R … 1（1・・B．（・832）
（＝ Delga　DUM ・十 thC「pengularia） に 對 して ℃汲競 朋 L・（1 ア53），

　part三m が 廢棄名 の 目録 に ふ くま れ

て ゐ ない が 、 保 留さ れ る ： Sf）e，’srutm’・iaは Deliα （Atsine　L．　partim） をふ くむ もの と．して 保 留 さ

れて ゐ る 一 屬 職 為・・ SPR照 （・8・5） が 0・tssip ・・W．ea 　AUBL ・（・775） と e − sn る塲合 ‘こ は ， 合
一

され た 屬 は よ り早 き名 aassipmreaを持 つ こ とに な る 、　Oastipoureaは 保 留 名で な く Meihenは
保留名 で は あ る が こ うな る・

一　M ・1・・nia 　 N ・ … （・＆ 8）P・
　B ・・

’b・・i・ L ・（・753） と再 継 褐 塲
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合 に は MahOnia は 保留 され て ゐ るが 結 び附け られ た 屬は よ り早 き名 Be ”6師 8 を持っ 。
−

tVCLstt”・itium　R ．　Br．（1812 ）は た Ψ制限 され た 意味 に 於 て の み 、　N ・cfj
’
icinale　B ・BR ・に 暴礎 づ

け られ た 單 型 の 馬に 鋤 して 保 留 され て ゐ る ： だ か らそ れ が 丑 or御 α ScOP．（1760 ） と再 合 さ れ

る と 、 それ は Ro，ippa の 名を持 た ね ぱ な らぬ一屬
1di　Smai’taice　SellR）IB・（1791 ）は Tounαtα AUBT …

Possira　AUBL ．及 び ffoel：elia　NFsK ・に 對 し て Igo5 年 に 保 留 され た 、赦 に ょ り早 き絹 似 名 勘 α2物 ‘‘‘

EH 盈H ．（i787 ）に 蜀
・
し て 自動 的 に 保留 され て ゐ る 。

　　第 22 傑 　其 の 保留
2） を提案 さ れ た 名が 蚊行委員に ょつ て 假 りに 賛成 され た 塲合に は 植 物

e 者は …欠ぎの 萬國植物會議 の 決 定 迄 それ を 保留 して も よ い 。 （佛： r一は 隊 ぎ礪 國植物會議 の

決 定 迄 興 れ を利 帋 す る權利 を興 へ られ て ゐ る」）。

　　　　　第 4 節 其の 概念 （categories ）に於 ける種 々 な る分類群 の 命名

　　　　　　　　　　　 （第 23 −35 條 ．勸告 V巴一XX ）

　　　　　　　　　　　 （1 ＞科以 上 の 級 の 群 の 名

　 勸告 ：

　皿 ．門 ．亜 門．綱 ・距 綱 の 名 は 其れ 等 の 虫 な る 特徴 よ り と る 。 此 等は希臘又 は拉 丁 系 の 語 に て

複數 に て あ らは し 、 同 じ性質の 群 をさ す名に 與 へ られ た 形式 と語 尾 を一致 せ しめ る 様 に は か ら は ・

れ る。

　例 ： Angiaeper・mcee ，　a ：
lymnospuevnuva

，　nfJnocotytedontte，　 McootyteUbnae，　 Plettidophyt（c・ Oonifei，ce・

陰花殖物 中 職 πgε
，
L酬 翩 開 ，　 Alg〔昭 等 の 古 き科名 は超科級 の 群 の 名に 用 ひ 得 る。

　皿．目 は 其 z）虫 な る科 の
一

つ の 名に
一a 迩es の 語 尾 を附 して 名 づ け られ るが よい o 亜 目は 同 じ方

法 に て 語尾
一Sneae を附 し て 稱 ば れ Z 。 然 し 混雜 又 は 誤 を起 す 懼 が な け れ ば 他の 語尾 を用 ひ て も

よ い o

　目 の 名 の 例 ： POfygengtes（POIyg・nace ・e よ 卩 ），
σ 吻 ・伽 （Urtieaceaeよ り ）・

0出畷 伽，
’
α8・

O ・ntraspermae ，
？…

’ieecttes
，

蜘 励 鵬 ”tiCtvspermae，　 O・nl ・i
’f・・e・？・［・H の 名 の 例 ・ B・・metiineqe

（B ，
’
o”vatiaceaeよ リ），

］falvinecte（Afatortcene　itり），　tlVicoecαe
，　E   臨 旋 8鰡 ・

　　　　　　　　　　　　（2 ）科 及 び 亜 科 、 放及 び 亜 族 の 名

　　第 ・3 條 科 の 名は 耽 の 又 は古 い 屬 の 一つ の 名 よ 賺 用 t・・t・
−a・eae に ssる ・   譯 に は 「其

の 中の 一つ の 屬 の 名 又 は 古 い 属名に
一ac  をつ け る」）b、

伽 抽 瓢 姻 丑 ・sa よ の ，鰄 ・・鰥 ・ （翫 ’砥 り ・ c｛ep
’y・phyllacege（リ y ＃ 以 前 の 屬 o ‘ta

’
y°
‘

puhytusよ り）・

例外 ・ （・） 次 ぎの 名 は 長年 月使 肋 結果規 則 の 例 外 と して 測 禄は る tP ・ hnae
・

a ・amine ‘vat

Oj’ucifer ‘ae
，
　Legteninescte，　atSttife，

’ae
，　Umbet

’
tifer（te，　Labiat｛ee ，　Oompositcce・　es　L

’
tr　XCら植物學者 は

一一aceze 　lご終 る適當な る名を代 り に 用 ふ る こ と を得 。 （2） Pcmpiliencececeeを獨 立科 と君倣す 人 は こ

の 名 は 上 記 の 方法 に よ り作 られ て は い な い が こ の 名 を用 ふ るo

　規 則特に 先主 權 の 主 義 の 嚴 正 な る遖 用 1く よ V 科 の 命名に 不 利 な る獺 を 除 僞 め 例外 と して

保留 さ るべ き名 の 目録 が 凖備 され る で あ ろ うg （邁 加 ∬）・

　第 ・4 懆 距科 の 名 は 其 の 群 の 一つ の 屬 の 名 よ V・es　I」　
一・ideae の 語尾を附

一1 ・ 族 に て も同 樣に

して 語 尾
一eac を

’
附 け、亜 族 に は

一一inae を阡｝す o

・Z ）提案 され た る保 留名の 目録 を見 よ 。

2 ）科 の 保留名の 目録 が 凖備 さ るべ き で あ る 。
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　亜科 の 例 ・ A・gphedeto ’idefse（AsphodetiLsよ り），　R ・Sinicoidects （Rtenrea・ よ り）； 族 ・ Asctepiadeue

（Asclepictsよ り），
・Phytlctntlbe（te （P ん2／Ucenth7−g よ b）… 亜 族 ： flTet”stetmat ，iitfte（jletcastetm（t よ り），

」lfadiinαe （］Rtdiceよ り）．

　　　　　　　　　　　 （3）屬及 び屬 の 匹分 の 名・

　　
ifi

　2S 條　屬 の 名は 實名 詞 （或 は 實名詞 と し て 用 ひ ら る S 形 礬 詞 ）に て 單數、大交字 に て 記 し

吾 人 の 姓 に 匹 敵 す る。 此 等 の 名は 如何 な る 起源 の もの に て も宜 く絶對的勝手 な 方法 に ょ り作 ら

れ て も よい 。

　例 ： Rosa，　Oenvolwdus，　Itedy・surum ，
　Bai・trclmia

，
π 9駕昭砌 己伽 ・

， （ltOi・iosa，　 Intip（ttiens 卩
］fCtnihnt

，

lftoρα 」剛 α∬0の 字謎

　勸告 X・屬名 を 作 る杣物學者 は 次 ぎ な る 勸告 に 注 窟 し剃 斷 雅 致 を示 すべ きで あ る ：
一

　 （a ） 襟 1）長い 又 は 獲普 しに くい 名 を作 ら ぬ こ と 。

　（b）植物に 又 は 少 く と も科學に 全 く關係 な き人 、 或 ひ は 全 く知 られ な い 人 に 屬の 名 を呈 せ ぬ ζ

と o

　（c ） 上 語 よ リ名 を採 らね こ と、但 し其 の 名 が 贋々放行耙 に 引用 され て ゐ て 拉 丁 語 か 又 は 丈明國

語 に探 用 し得 られ る 氣持 よ き形式 を持 つ もの は この 限 りで な い 。

　（d）出來 れ ば其 の 名の 語 尾 又 は 形式 に 依 り其 の 屬 の 近 縁 又 は 類 似 を 指示 せ し む る こ と 。

　（e ） 名 詞 と し て 用 ひ られ た 形 容 詞 を避 くる こ と o

　（f）顧 屬や 節の 名 の 形 式 の 名 を屬 に あ た え ぬ こ と （例 ： Lizatide」
’
oxylen は Lceur（zee（ua の 屬に 與

へ られ た 名で あ る b 然 し な が らこ れ は 正 當 で あ つ て 變 更 す る こ と は 出來 ぬ ）。

　（g）異 な つ た 國 語 か らの 言 語 を結 合 して 名 を作 らぬ こ と　（Nomina 　hybrida〕

　　箪 26 絛　薇屬及 び 節の 名は 通 常屬 の 名 に 似 た 貴名詞 で あ る 。 亜 節及 び 屬 の 他 の 下級 逗 分

の 名は 閣名 と 性 に 於 て 一致す る 複數の 形 容詞 で 大文字に て 書 くか 叉 は 順 序 の 數字又 は 文 字に

ょ り毆 きか え ら れ て も よ い o

　例・一 實名 訶 ： 1’

−
raxin ｛tstec

‘
， 1’

｝
’ifeiictstt’um ，　 AdenoseiUa， 1’iuleevimcennia

，
　 Archievcteium，

ulficrometitottc −g ，　 Psetntinga，　 Ife‘e」
’
odr 伽

，
（加 島π幅 π7脇 ，　 r＞eopt 螂 α9り

，
　 StachtJotylnts一形 容 詞 ：

Pteostyt‘va，　li
’
iinb」’irtti，　B ・ibi・acteeiatce ，

　勸告 ：

　恥 亜 麗又 は 節の 名 を 作 る植物學者 は 上 記の 勸皆 及 び 亦 次 ぎな る もの に 留意 して 遒憾 な くや る

べ きで ’
あ る q

　（a ） 田 來れ ば 屬の 主 要 な る 1耀分 に 屬 の よ をあ る修飾 又 は 遣加 に よ つ て 思 ひ 起 こ さ せ る 樣 な も

の を選 ぶ こ と o 即 ち若 しそれ が 希臘 語起 原 なれ ば Eu を屬名 の 始 め に 、拉 r 跏 れ ば 名 の 後 に

一aStrum
，
tll ’

】
， 或ひ は拉丁 語の 文法 と習慣 に一致 せ る 他 の い つ れ か の 修飾 をつ け る こ と。

　例 ： Eucat’damine（aat’damine　X り）、　TrifotiCtsti・um （il’ifotiumよ ”）、 ヱ）nabetla （Dt’ab α よ り ），

　（b ） そ れ が 屬 す る 屬 の 名前に 一〇ides 又 は
一〇P曲 の 語尾 を持 っ た 名 を亜 屬 又 は 節に 與 へ る の を

さ け る こ と ： 然 し こ れ に 反 して 他 の 屬 に 似 る と こ ろ の 鰤に 對 しそ れ が 希臘 語 原 な らぼ 節の 名 を

作 る た め に 他 b 屬 の 名 に 一〇ides又 は
一

〇psis を逍力瞞す る こ と に ょ り、節に こ の 語 尾 を附 す る こ と

は 好 い 。

　（c）既 に 他 の 屬に て こ の 樣 k 用 ひ られ て ゐ る 名又 は あ る屬の 名で あ る も の を、亜 屬又 は 節 の 名

と して 探 用 す こ と を さけ る こ と 。

（d）屬の 同 級 の 碪分 に 名詞 の 形式 の 名 と複數形容 詞 の 形 式 の 名 と を一Mrc 用 ひ る こ と菅ま さけ

る べ き で あ る ； 前 者 は 主 と して 亜屬及 び 節 に 、 後者 は 亜 節、 列 及 び 籤 列 に 用 ひ ら るべ きで あ る。
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　 k ・亜 屬 X は 節 （又 は 特殊 な る種 が屬 す る 他 の 區分）の 名 を 、 廳名 、 種的 形容詞 と一merc指 示 す

る 必 要あ る塲合は 區分 の 名は 、其 の 二 つ （必 要 な と き は 區 分 の 級 も亦 指示 さ れ る） の 闘 へ 藷孤

の 中 に 入 れ る 。

　例 ： ．・1・Stv’agalcas （（ryctoglottis）eon‘th・tupldeatus； rrO」・anthtes （Seσt・Xschnanthus） 9伽   爵・

　　　　　　　　　　　 C4）種 の 名 （二 っ の 名 ）

　　第 27 條1 種 の 名 は 閣 の 名と一つ の 種的性質形容詞 と よ 切な る二 っ の 組 合せ で あ る o 碧 し も

性 質形容詞 tg　：つ 又 は そ れ 以 上 の 冒語 よ りな る時は こ れ 等 は 合体 さ れ るか 又 は ハ イ フ ン に よ り．

結 び 附 け られ ね ば な らぬ 亅 リン 審氏 に 依 り提案 さ れ た 種 の 性 質 形容詞 り
一部 をな す 符牒 は 轉寫

しな け れ ば な らぬ 。

　種 の 性質形容詞は 、 形 容 詞 り 形 で ℃ 實名詞 と して 用 ひ られ て ゐ な い 時 は 屬名 と性 に 於 て一致

す る 。

　例 ，
− aOJ・nus 鮴 π 9跖觀聞 ，

1）ianthteg　moftspessntanas
， 助 α醗 Rhoens

，
　 UrOmyces　 j陬．  ， 7Vtn一

翻 α σussonei，
　aeranivm　Robertiqnum，

　Ehibelia　SUtrasinornps
，
　AttVPCi　BelladOnnec

，
　inpa ‘iCns　nolil

tangen・e ，　Adianttim（rOln
’ttcas．Vener’is．＿ Scand・ix　Pecten♀ L．は 8cendix　Pec　ten−　Vernan’3 と して

聴寫 さ れ ね ば な らぬ ； ）reronica　 Anapatis▽ L ・は Veronica　Anagalis−aguatica 　と して 轉寫され

ね ば な らぬ ．− HeltebOj・us 　nigev
・
，
　B ：

’
ceSSt

’
eα i 幅9rα

，
　 Vet・base”m 　nl：gemm・

　 勸告 ：

　 X旺・種的牲 質 形容詞は
一

般 に そ の 種 の 外觀 、 特徴 ， 起原 、 歴 史 又 は 特 質 を指 示 すべ きで あ る 。

若 し入 名 よ り操 る 時 は 其 の 種 を發見又 は 記 載 し或 ひ は 何 か 其 の 種 に 關係 あ る 人 の 名 る探 る べ き

で あ る Q

　 XV ．男子 ．女 子．國・地方等 の 名 を 種的性 質 形 容 詞 と して 用 ひ る塲 合 に は廃格 の 實名詞 （α 画 ら

SCthat
’
〔  か 形 容 詞 （α 面 αη i‘3 ，面 ん鰤 幅 S）と す る 。 將來同 じ屬の 中 の 二 つ の 異 つ た種 を指示 す るの

に 同 じ性 質 形 容 詞 の 屬絡 の 形 と形 容 詞 の 形 と を用 ひ る嘉 を逖 け る の は よい ； 例 へ ば Lysimnchia

lleniele．yanα　M ムXrM ，（18gr ）及び 五 HTem・laJi　FRA・NCH ［・（1895 ） であ る 。

　 XV ．種名 を作 る に 際 し植 物 學者 は 次 ぎ な る勸告 に 留意す るが よ い ：
一

　　（a ）甚 し く長 き 又 は 發音困鄭1な る も の を遯 け る こ と o

　　（b）其 の 屬の 蝨部 又 は 殆 ん どす べ て の 灘に 共通 な る 特徴 を あ らわ す 名 を遽 け る こ と。

　　（c） 其 の 種 が 全 く小 地 方 に 限 ら る る際 を除 き 餘 り知 られ ぬ 地 方又 は 小 地 方 の 名 を 用 ひ るの

を 遯 け る こ とo 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「

　　 （d） 同 じ屬中 で 大變 よ く似 た 名、 特 に た Ψ 最後 の 一＃
’
t の み に て 異 な る名 は 避 け る こ と 。

　　（e ）放行者 の ノ ー トや 贋葉庫中 に あ る未 閏 版 の 名 を撮 朋 せ ぬ e と、莫 の 名 を附 した 人 が 出 版

を承諾 した場合 の h 其 の 人 の 名 を附 し て 禺版 す べ きで あ る 。

　　（f）發見 もせ ず 、 詑載 もせ ず ． 圓解 もせ ず 又 少 し も莫 の 種 を研 究 した こ と の ない 人 の 名 を種

名に つ け ぬ こ と o

　　 （g）あ る近縁 の 屬 に 既 に 使 用 さ れ た 名 は 邂 け る こ と o

　　（h）二 っ 又 は そ れ 以 上 の 語 （ハ イ フ ン に て 結合 さ れ た ） よ りな る名 を邂 け る こ と o

　　（葦） 屬名 と 同 意味 の 種 名 を附 け ぬ こ と （重 複 ）

　　　　　　　　　　　　（5）種 よ り下級 の 群 の 名 （三 つ の 名）・

　　第 28 條 　地 種 及 び 變種 の 徃 質 形 容 詞 は 種 の そ れ の 如 くに 作 られ 最高級 よ り始 ま り順次に 遶

下 す る 。 形 容 詞 の 形 で あ っ て 實名詞 と して 用 ひ られ て ゐ な い 場合 は 屬 の 名 と性に 於 て一致 ナる o

鞭 種 、品種又 は 野生 の vat一の 叉 は
一

時的 の 變型に て も岡樣で あ る。 種 の 小 IK分 r・SSt る 二 命名

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Plant Systematics

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Plant 　Systematios

May71935 ． 113

法 を用 ひ る こ と を許 さな い 。 よ り複雜な る 名を三 つ の 組合 せ に 縮少 し て も よい 。

　例 ： Ando・opopan 伽
・
，Uttt4・9　SUbsp ・“nael

・ot．hrix（An （li・oposto ，1 ”1（¢ t
・otん曾物 叉 は Andt・opogon 抽 ’nαntus

suhsp ．　A ．　 nUtCv
・ot　isi2’で な い ） ； Hei’nim ・ifc　hiirisuta　var ．　dia，加dr’a （Ha ・

niat
’ice　dia，ndt ・a 又 は Hen’nia7 ・露

ゐirsuta　var ．　ll．　diandt’a で は な い 〕； Tt’ifo‘画 η steltatum 　forma　nanum （naua デ ナ イ）。働 ｛尹
・
印卯

茄 00 嗣 呵 ・rnut 　s！sevtttn，ga　ENGL ・et　lnMs ［　Er・は Saxf）’｛fg，z　 Alscon　 var ・typuiCCt　sul）var ・b，
・
evifolia

forma　 muttieauti ．g　subforma 　 etSJ・Ctdosa 　ENGL ．　 et　IRMcrH，の 代 りに 用 ひ て も よ Vo

　　第 2g 條　異なれ る種 の 小颶 分に は 同 じ 性質形容詞 を用ひ て も よい ℃ そ して 一つ の 種 の 小黶

分 は他 の 種 と同 じ性 質 形 容 詞 を持 つ て も よ V ・
。

例 ・ 1伽 α 流‘・L翻 雌 v 躍 ．tei・ctadfe 及 び R ・・lla　gtutin・．em　v ．・r．　teioci‘bcla ；
　 Vi・1・・　t？icot〔脚 ar 論 伽

は 既に Viola　hirta と呼 ば れ る異 なれ る龝 が 存准す るに も か 、 ら ず か まは の o

　　第 30條 同 じ種 の 二 つ の 小區 分 は 級 を異 に して 屠つ て も同 じ小 輝 分 の 性質形容詞 を持 つ 第

は 田 來 ない 。 然 し同 じ原 型 に 墓 くもの は こ の 限 りで は な い 。 若 し も よ り早 い 小 區分の 名 が 〔三 っ

の 組合せ ）正 欝に 出 版 され て お れ ば 、 後 の 者 は 不 當 な もの で 廢棄 され ね ば な らぬ o

　例 ・ 三 組 合 せ Bi・・c．Ts’eila　 d・「d！lmcs　 suT ・sp ・σ測 ‘‘ BR 【Q ・及 び B・iseuteUa　 di（IV．　mCG 　 va ・．　aptdia

Hatocsy（B ，
’igtt・et，　P 」

’
odt

’・ FL　COrse，　II，
　 Io7

，
　 Io8 ： 1913 を 見 よ ） は 爾方…鴛に 用 ひ られ る 、 そ れ

は ζ れ 等 は 同 じ原型 に 甚つ くも の で一方が 他 方を含む か らで あ る。

　次 ぎな る もの は正 し くな い ： 1］i’yi　・gimum 　lbiet’aciifotium 　subsp ．　 sfrictum 　var 　tongiSitignum，及 び

E ・　h∫ei’aciifoli7mn 　subsp ・Pfcnnendentm　var ・‘oπg酬 ざ
卿 賜恥

一 同 じ種 に 於い て 同 じ名を有 す る 二 つ

の 變種 を許す命名法 の 一型 ）o

　Andt’opogon 　SOi’ghum　snl ，sp ．んfr  跚 廟 vaL 制 6押 纏 H ム c
年 は 許 さ るべ きで あ る ： 二 つ の 小區

分 は 同 じ性質形容詞 を有 す るが Ahatepensis　Bncrn．と い ふ 同 じ原 型 に 基 く從屬的等級 を あ らは

し て ゐ る， そ して 下 級 の 小 區 分 の 性 質形 容 詞 が 限定 され た 意 味 に 用 られ て ゐ る以 外に は 同意 義 を

有 つ て ゐ る 。

　勸告 ：

　 XW ．種 の 性質形 容 詞 に 欝 して の 勸告 は 種の 小區分 の 性 質形容詞に も同樣 に 適合 す る 。

　 XW ・特品種 （f・ ・m ・　FP・・i・lis） は 寄 主種 の 後 に 名づ け られ 耡 書よい （佛譯 に は 「寄 主種の 名を

屬格 で 持 つ が よい 」）o ： 必 嬰 な塲合 に は 二 重 名 が 用 ひ られ て も よ い o

　例 ： Puccinies丑融・
aii　f，　sp ，　 vitlosi ； Pt −ec

・Snictstrum現肋 鵺 £ sp ．　Abieti一σ九  伽 畆

　 X望a・稙物學者 は よ り 高 き小 邁 分 の 名又 は 種 の 名の 原 型 を 含 む種 の 小匿分に 新 しい 性質形容

詞 を興 へ るの を避 け るべ き で あ る 。 そ れ等 は 同 じ性 質形容詞に 接頭諸 をつ け又 は っ けず に 繰 り

返す か 、 慣用 の 性 質 形 容 詞 typicus
，
　genuinus，　 orginarius 等 の 一

っ を用 ひ るべ き で あ る 。

　例 ： Aizd・t’opogon 　 ca ］icogtss　 subsp ・mOllisgimtss 　 var ．，nottissimtes 　 IIACK】矼弓 A7’thrtt：：on 　 cilica
’i，g

su 臨 P・Lqny・whr’fii　 var ．　genui，lus 　H ム CK ．

　XP ．種 の 小 雇 分に 新 しい 性質 形 容詞 を提案 す る植物 學者は 種 と して 又 は 他 の 種 の 小 19SIJ分 と

し て 同 じ屬 に 以 前 に 用 ひ られ た も の は 邏 け る こ と。　 （末完）

　耿以禮氏 ：　 歐亞 産禾本科之一新屬 Clelstogenes（Y 。　L 　KErqG　：　 A

New 　Generic　Name ，　CledStoteenes，　in　the　Grasses　 of 　Euarsia，　 in　Sincnsia

5　（lg34 ）　147 − IS7 ・

　 Olei
’
stogenes 　KENC・と云ふ の は從來 Diplaehne として 知 られて 居たテ ウセ ン ガ リ ヤ
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